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研究成果の概要（和文）： 
 本研究では、諸外国(先進国－新興国－途上国)の学校制度の現実・制度的側面・授業の観察
等を通して、各国の優位性・問題性・現実性を整理することであった。この事から逆に日本の
現実や問題を浮き彫りにしようとした。各国の教師たちに共通することの１つは、いわゆる学
校学力のトップの優秀者達の多くは教育職を目指さない。彼らは海外に出てでも医師や法曹界
を目指すことが多い。そして、その次の学力層が教育職を目指している点である。これは日本
でも同様である。また、各国に全体として見渡せる学校の風景は圧倒的に先進国が物的環境と
してよく整備されている。また、海外ではフィンランドの教育が PISA 等で注目されているが
カナダを調査した阿部によれはカナダこそが注目すべき国の教育であるとしている。また、途
上国のネパールは人災ともいえる程に貧しいが、ブータンは国民生活に宗教をベースにしたま
とまりがある。加えて学校ではほとんどの教科が英語で教育されている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 I proceeded to the spot and, in this study, investigated the ideal method of system of the 
teacher training in various countries in the world, the fact of the school, the fact of the 
class, the social status of the teacher. The country is Nepalese Bhutan where it may 
said that it is China and a developing country as well as an USA, Denmark UK 
Germany. That, in the place that is common to all countries, the scholastic ability of 
the school age aims at a doctor and the lawyer, and following layer aims the school 
teacher, is characteristic. Politics does not function so as to be able to say the 
man-made disaster in the case of Nepal in the developing country. In addition, King is 
trusted in Bhutan by the nation, and most subjects are taught in English． . 
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１． 研究開始当初の背景 

日本の学校・日本の教員についての問
題指摘が極めて多くかつ深刻になされ
ることが多くなったのが当時の時代的
な特徴であった。素朴に如何なる人が教
員を目指すのか、彼らは如何に教師とし
て育ち、専門性を高めていくのか。 
 おりしも、日本では OECD の PISA
ショックがあって、これをマスコミも大
きく取り上げた。文部科学省も学習指導
要領の改定期にあわせて、学力低下を深
刻に捉えていた背景があった。日本の子
ども達の学力低下が、教員達の問題とも
リンクして注目されていた。 

｢ゆとり教育｣の見直しも含めて、教育
政策的には大きく動く気配をみせてい
た。そして肝心の教員については「教員
免許更新制」が議論され、10 年程度で
免許更新手続きの１つとして大学等に
おける研修を義務づけようとしている
時期でもあった。さらに日本の政治体制
の劇的な変化があった。その事は｢免許
更新制｣よりも、フィンランドの教員養
成制度を真似てか、六ヶ年で教員養成を
という構想や主張もある。 

このような問題は諸外国では如何な
る状況にあるのかと言うことに重大な
関心をもちつつあった。｢教員養成｣から
｢教員選抜｣そして｢教員研修｣等の問題
を一貫させて問題にしておく必要を感
じていた。 

 
２． 研究の目的 

本研究では先進国･新興国･途上国の
いくつかをピックアップし、現地に赴き、
行政機関・教育制度・教育大学に加えて
学校における教師・子ども達の様子を観
察して、その国の教育システムの特徴と
教師の成長にかかわる事項情報を把握
することが目的である。 

訪問した国は、経済的先進国として、
アメリカ・イギリス・ドイツ・スエーデ
ン・フィンランドの五ヶ国である。また
新興国の定義問題もあるが、中国・台湾
の二ヶ国、途上国としてネパール・ブー
タン・中国の一部とされるがチベット自
治区を選んで、これらに 10 人の分担者
が得意とする国を選んで現地とのコン
タクトをとりつつ調査を実行した。 

 
３． 研究の方法 

先進国(アメリカ・ドイツ･イギリス･
スエーデン・フィンランド)、新興国(中

国･台湾)、途上国(ネパール･ブータン)を
分担して訪問し、教育省･教育委員会・
教員養成にかかわる教育大学や師範大
学、また、小・中・高等学校を訪問して、
教員の生活や教育にかかわっていくよ
うないわゆる外的条件となる事項を調
査した。 
また、授業や教育実習等を実際に観察

し、聞き取りして、研究目的に合致する
情報を収集することとした。  

 
４． 研究成果 

教員養成に関する事項では、多くの国
が４ヶ年の時間設定であるが、フィンラ
ンドのように全員が六ヶ年養成という
制度枠である。けれどもブータンでは極
最近まで三ヶ年でやってきたブータン
の例もある。ここでは非常に珍しい例で
あるが、大学入学前に八ヶ月の教育実習
という名の事前選抜があった。これは教
育職能という面からみれば事前選抜の
役割も果たしながら、その実不足する教
員の一時的補充であった。2010 年度から
原則４ヶ年教育に変更される見通しで
ある。 
教員選抜については先進国ほど制度

的に確定しているが、新興国のなかでは
教員の需給バランスが壊れているのは
台湾と言えそうである。難波によれば、
その事が大学の特徴や大学の名前にも
現れつつある。 
教員研修等の一連の教員が歩む過程

で、授業の運営やカリキュラムの構成等
に絡まる専門性を高めるシステムは如
何なる仕組みになっているのか。夏休み
を活用した教員の研修会はネパールで
確認出来たが、それ以外では把握の困難
な側面であった。 
 
各国々の教員の資格や学校の様子は、

明らかに経済状況や地理的･文化的条件
の影響は大きいと思われる。けれども、
各国の教育のシステムを如何に組み、如
何に可動させるかは相当に異なってい
る。 
一般論としても、それぞれの国がそれ

ぞれに問題は抱えている。台湾の様子を
調べた難波によれば、大学の性格や大学
の名称にもかかわって相当に混乱して
いることを報告していることは先にも
述べた。これはやがて日本の教員養成の
学生定員数や大学の戦略とも関係して、
日本でも必ず問題になるものと思われ



る。 
フィンランドの教育実習を中心に調

査してきた三根と鈴木によれば、実習の
場に参加するのは、教員や大学の教員の
みでなく、実習学生達の上級先輩や後輩
達が積極的に参加して観察し、意見交換
にも参加する。相当に具体的でかつデリ
ケートな側面にも言及する仕組みが形
成されているとしている。 

 
各国の教育に関連しては多様な意見

がカナダ(阿部)でも報告されている。阿
部のレポートでは、まず日本の PISA シ
ョックを批判的にみている。OECDのPISA
に関してまず分析的にみて国別の｢順位
論｣ばかりを問題にしているとする。 
PISA の学力観は｢KEY COMPETENCIES｣

と定義されるもので、日本流にいわれる
｢学力｣と必ずしも重ならない。マスコミ
が煽るなかでの｢フィンランド礼賛｣と
｢フィンランド詣で｣に終始する態度を
こそ問題にする必要があることを指摘
している。彼の文析では、日本も頑張っ
ていることを誇りにしてよいのに十分
であるとしている。たかだか数理系の
｢換算処理｣を必要としないものだけが
試験問題として扱われている。思考の筋
道など問題にもしていない。｢読解力｣・
｢数学的リテラシー｣・「科学的リテラシ
ー」・｢問題解決｣が 15 才の子ども達に行
った試験で測られるまさに｢能力｣であ
る。これは慎重に扱われる側面をもつ一
方日本の｢ゆとりの教育｣を｢失敗｣と決
めつけるに近い作用をおこしている。現
実に新学習指導要領では、相当に大きく
この論調を気にしてか、授業数を増や
し・内容を増やしている。けれども、も
っと深刻な問題は、日本の場合多くの教
師たちが授業に集中しにくい環境があ
る。例えば、報告書作成の多さや、総合
的学習の準備や申し合わせのように共
同で取り組むものが多くなっている。   
この点、フィンランド等の先進国のなか
でも教師達の教育職能に関連して、相対
的に授業に集中しやすい条件が整って
いて、これが特異的でもあった。 

 
また、途上国といえどもブータン(松

岡)も、非常に特徴的な教育を展開して
いることが判明した。例えば、小学校か
ら歴史や国語(ズンカ語)以外の教科は
ほとんど英語による教育である。教師も
英語には堪能であった。また、2000 年か
ら｢体育科｣を導入する方向で 10 年間近
く努力された取り組みのあとを聞き取
ると、学校現場で余り期待されていない
こと、また学校現場では余り普及してい

ないことも判明してきた。 
また、ネパールに関していえば、首都

カトマンズの人口増、10 年以上の内戦の
克服に費やされた費用が多く、インフラ
整備は遅々と進んでいない。加えて河川
敷や河原にスラム街が膨れあがる状態
がある。現役教員の研修は細々と CDC や
各学校等でおこなわれているのは確認
出来た。ここでは、いわゆるベテランの
教師が事例を示して討議するというパ
ターンが多かった。 
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